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東
京
都
議
会
副
議
長

小
磯 

善
彦

東
京
都
議
会
議
長

川
井 

し
げ
お

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る
く
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
と
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
東
京
に
お
い
て
二
年
連
続
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
活
躍
も
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
人
気

が
高
ま
る
中
、
日
本
全
体
で
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
気
運
醸
成

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
果
を
翌
年
開
催
す
る

東
京
五
輪
大
会
の
盛
り
上
が
り
に
繋つ

な

げ
、
人
々
の
心
に
残

る
史
上
最
高
の
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
な

ど
都
政
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

ら
れ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
東
京
五
輪
大
会
後
も
、
成
熟
し
た
世
界

一
の
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
都
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
開
催
ま
で
５
年
を
切
り
ま
し
た
。
東
京
大
会
の
成

功
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興
が
欠
か
せ
ず
、

復
興
へ
の
取
組
を
一
層
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
東
京
は
五
輪
史
上
初
の
二
度
目
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
振
興
と
と
も
に
、
東
京
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
一
層
推
進
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
集
中
豪
雨
な
ど
全
国
各
地
で
自
然
災

で
す
。
こ
の
大
会
を
一
里
塚
と
し
て
、
東
京
の
10
年
後
、

20
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、

全
て
の
人
々
、
特
に
、
若
者
や
障
害
を
持
っ
た
方
々
が
夢

を
持
っ
て
、
活
躍
で
き
る
東
京
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
秋
、
50
年
先
ま
で
見
据
え
た
首
都
圏
の
基
幹
市

場
と
し
て
豊
洲
新
市
場
が
開
場
し
ま
す
。
都
民
の
台
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
、
食

を
中
心
と
し
た
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
の
市
場
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
訪
都
外
国
人

旅
行
者
数
が
年
々
増
加
す
る
中
、
観
光
等
の
視
点
で
全
国

が
連
携
す
る
な
ど
、
東
京
と
地
方
と
が
共
存
共
栄
で
き
る

取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
元
代
表
の
一
翼
を
担
う
都
議
会
は
、
一
千
三
百
万
都

民
の
代
表
と
し
て
、
知
事
を
始
め
執
行
機
関
と
の
真し

ん

摯し

な

議
論
を
積
み
重
ね
、
都
民
の
皆
様
の
声
を
都
政
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
は
議
長
と
し
て
、
都
議
会
の
使
命

と
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
都
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

害
に
よ
る
被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
高
度
防
災
都
市

の
実
現
に
向
け
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
都
民
自
ら
も
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
「
東
京
防

災
」
を
活
用
し
、
防
災
意
識
を
高
め
、
自
助
・
共
助
の
力

で
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
議
会
は
、
成
熟
し
た
「
世
界
一
の
都
市
・
東
京
」
の

実
現
に
向
け
、
２
０
２
０
年
東
京
大
会
の
成
功
は
も
と
よ

り
、
都
民
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
防
災
・
減
災
対
策
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
中

小
企
業
対
策
な
ど
東
京
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
都
議
会
の
活
動
に
対
し
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
副
議
長
と
し
て
、
都
議
会
を
構
成
す
る
議
員
が
党

派
を
超
え
て
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
議
長
を
補
佐

し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
都
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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川か
わ 

松ま
つ 

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
朗

（
墨
田
区
）

公
企

中な
か

屋や 

文ふ
み

孝た
か

（
文
京
区
）

◎
警
消

秋あ
き

田た 

一い
ち

郎ろ
う

（
新
宿
区
）

総
務
、○
議
運
、△
推
進

き
た
し
ろ
勝か

つ
ひ
こ彦

（
港
区
）

都
市

菅か
ん

野の 

弘こ
う

一い
ち

（
港
区
）

環
建

立た
て

石い
し 

晴は
る

康や
す

（
中
央
区
）

都
市
、
推
進

内う
ち

田だ　

茂
し
げ
る

（
千
代
田
区
）

警
消

三み

宅や
け 

茂し
げ

樹き

（
世
田
谷
区
）

経
港

鈴す
ず

木き

あ
き
ま
さ

（
大
田
区
）

文
教

神か
み

林ば
や
し　

茂
し
げ
る

（
大
田
区
）

△
環
建
、
△
議
運

鈴す
ず

木き 

章あ
き

浩ひ
ろ

（
大
田
区
）

△
都
市

鈴す
ず

木き 

隆た
か

道み
ち

（
目
黒
区
）

△
総
務
、
推
進

栗く
り
や
ま山 

よ
し
じ

（
目
黒
区
）

△
文
教

山や
ま

内う
ち　

晃
あ
き
ら

（
品
川
区
）

公
企

田た 

中な
か 

た
け
し

（
品
川
区
）

△
経
港
、
△
議
運

山や
ま

﨑ざ
き 

一い
っ

輝き

（
江
東
区
）

文
教
、
推
進

桜
井い 

浩ひ
ろ

之ゆ
き

（
墨
田
区
）

財
政

河こ
う 

野の 

ゆ
う
き

（
板
橋
区
）

△
都
市

松ま
つ

田だ

や
す
ま
さ

（
板
橋
区
）

経
港

﨑さ
き

山や
ま 

知ち

尚
し
ょ
う

（
荒
川
区
）

△
財
政

高た
か

木ぎ 
け
い

（
北
区
）

○
文
教

堀ほ
り　

宏こ
う

道ど
う

（
豊
島
区
）

○
財
政

小こ 

宮み
や 

あ
ん
り

（
杉
並
区
）

厚
生
、
△
議
運

早は
や

坂さ
か 

義よ
し

弘ひ
ろ

（
杉
並
区
）

△
厚
生

川か
わ 

井い 

し
げ
お

（
中
野
区
）

警
消
、
推
進

大お
お

場ば

や
す
の
ぶ

（
世
田
谷
区
）

総
務

小こ

松ま
つ 

大だ
い

祐す
け

（
世
田
谷
区
）

公
企
、
議
運

近こ
ん

藤ど
う　

充
み
つ
る

（
八
王
子
市
）

総
務

田た

島じ
ま 

和か
ず

明あ
き

（
江
戸
川
区
）

経
港

宇う

田だ

川が
わ 

聡さ
と

史し

（
江
戸
川
区
）

財
政
、
◎
議
運

舟ふ
な 

坂さ
か 

ち
か
お

（
葛
飾
区
）

◎
公
企

和い

ず

み泉 

武た
け

彦ひ
こ

（
葛
飾
区
）

厚
生
、
議
運

ほ
っ
ち 

易や
す 

隆た
か

（
足
立
区
）

△
文
教

髙た
か 

島し
ま 

な
お
き

（
足
立
区
）

警
消
、
◎
推
進

髙た
か 

橋は
し 

か
ず
み

（
練
馬
区
）

環
建

山や
ま

加か 

朱あ
け

美み

（
練
馬
区
）

△
厚
生

柴し
ば

﨑ざ
き 

幹み
き

男お

（
練
馬
区
）

○
総
務
、
議
運

高た
か

橋は
し 

信の
ぶ

博ひ
ろ

（
小
平
市
）

△
公
企

木き

村む
ら 

基も
と

成な
り

（
小
金
井
市
）

総
務

吉よ
し

原わ
ら　

修
お
さ
む

（
町
田
市
）

○
警
消
、
○
推
進

神じ
ん

野の 

次じ

郎ろ
う

（
昭
島
市
）

財
政

鈴す
ず

木き 

錦き
ん

治じ

（
府
中
市
）

◎
財
政

野の

村む
ら 

有あ
り

信の
ぶ

（
青
梅
市
）

警
消

吉よ
し

野の 

利と
し

明あ
き

（
三
鷹
市
）

△
警
消

島し
ま

﨑ざ
き 

義よ
し

司じ

（
武
蔵
野
市
）

◎
経
港

清し

水み
ず 

孝こ
う

治じ

（
立
川
市
）

○
経
港
、
議
運

相あ
い

川か
わ　

博
ひ
ろ
し

（
八
王
子
市
）

公
企

三み

宅や
け 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
島
部
）

経
港
、
議
運

野の

島じ
ま 

善ぜ
ん

司じ

（
北
多
摩
第
四
）

厚
生

栗く
り

山や
ま 

欽よ
し

行ゆ
き

（
北
多
摩
第
三
）

○
厚
生

高た
か

椙す
ぎ 

健け
ん

一い
ち

（
北
多
摩
第
二
）

○
環
建

北き
た

久く

ぼ保 

眞ま
さ 

道み
ち

（
北
多
摩
第
一
）

○
都
市

こ
い
そ　

明
あ
き
ら

（
南
多
摩
）

環
建

林は
や
し

田だ　

武
た
け
し

（
西
多
摩
）

環
建
、
推
進

山や
ま

田だ 

忠た
だ

昭あ
き

（
西
東
京
市
）

都
市

古こ

が賀 

俊と
し

昭あ
き

（
日
野
市
）

文
教

中な
か

嶋じ
ま 

義よ
し

雄お

（
世
田
谷
区
）

警
消

栗く
り 

林ば
や
し 

の
り
子こ

（
世
田
谷
区
）

△
公
企

遠え
ん
 
ど
う藤　

守
ま
も
る

（
大
田
区
）

○
財
政

藤ふ
じ

井い　

一
は
じ
め

（
大
田
区
）

都
市
、
○
推
進

斉さ
い

藤と
う

や
す
ひ
ろ

（
目
黒
区
）

◎
厚
生

伊い

藤と
う

こ
う
い
ち

（
品
川
区
）

△
都
市
、
△
推
進

木き

内う
ち 

良よ
し

明あ
き

（
江
東
区
）

経
港

加か

藤と
う 

雅ま
さ

之ゆ
き

（
墨
田
区
）

◎
総
務

吉よ
し

倉く
ら 

正ま
さ

美み

（
新
宿
区
）

環
建

都
議
会
議
員

都
議
会
議
員

一
覧
一
覧
（
会
派
等
別
）

（
会
派
等
別
）

平
成
平
成
2727
年年
1212
月
１
日
現
在

月
１
日
現
在

政
務
調
査
会
長

総
務
会
副
会
長

幹
事
長
代
行

政
務
調
査
会
副
会
長　

総
務
会
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長　

副
幹
事
長

幹
事
長

政
務
調
査
会
長
代
行

政
務
調
査
会
副
会
長

政
務
調
査
会
副
会
長

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
副
会
長

総
務
会
副
会
長

総
務
会
長
代
行

総
務
会
副
会
長

議
員
団
顧
問

副
政
務
調
査
会
長

議
員
団
顧
問

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

議
員
団
長

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

　
　

自
由
民
主
党

　
　

自
由
民
主
党
56人56人

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

23人23人

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
く
ら



野の 

上が
み 

ゆ
き
え

（
江
東
区
）

文
教
、
議
運

幹
事
長

都
議
会
維
新
の
党

都
議
会
維
新
の
党
4人4人

お
と
き
た 

駿
し
ゅ
ん

（
北
区
）

総
務

政
策
調
査
会
長

上う
え

田だ 

令れ
い

子こ

（
江
戸
川
区
）

△
警
消
、
議
運

幹
事
長

や
な
が
せ
裕ひ

ろ
ふ
み文

（
大
田
区
）

都
市

田た

中な
か 

朝あ
さ

子こ

（
杉
並
区
）

◎
環
建

総
務
会
長

宮み
や

瀬せ 

英え
い

治じ

（
板
橋
区
）

○
公
企

政
策
調
査
副
会
長

石い
し

川か
わ 

良り
ょ
う

一い
ち

（
南
多
摩
）

△
総
務
、
推
進

政
策
調
査
会
長

　
　
　
　

3人3人

西に
し

崎ざ
き 

光み
つ

子こ

（
世
田
谷
区
）

△
環
建
、
議
運

幹
事
長

都
議
会
生
活
者

都
議
会
生
活
者

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
3人3人

塩し
お 

村む
ら 

あ
や
か

（
世
田
谷
区
）

公
企

大お
お 

津つ 

ひ
ろ
子こ

（
渋
谷
区
）

財
政

小こ

松ま
つ 

久ひ
さ

子こ

（
杉
並
区
）

文
教

山や
ま 

内う
ち 

れ
い
子こ

（
北
多
摩
第
二
）

財
政
、
推
進

政
務
調
査
会
長

長な
が

橋は
し 
桂け

い
 
い
ち一

（
豊
島
区
）

警
消
、
○
議
運

ま
つ
ば
多た

み

こ
美
子

（
杉
並
区
）

総
務

高た
か

倉く
ら 

良り
ょ
う

生せ
い

（
中
野
区
）

△
厚
生

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

平成28年（2016年）1月1日発行

野の

上が
み 

純じ
ゅ
ん

子こ

（
葛
飾
区
）

△
文
教

中な
か

山や
ま 

信の
ぶ

行ゆ
き

（
足
立
区
）

厚
生
、
議
運

と
も
と
し
春は

る
ひ
さ久

（
足
立
区
）

財
政

小こ

林ば
や
し 

健け
ん

二じ

（
練
馬
区
）

○
経
港
、
推
進

橘た
ち
ば
な

　

正せ
い
 
ご
う剛

（
板
橋
区
）

公
企
、
△
議
運

鈴す
ず 

木き 

貫か
ん

太た

郎ろ
う

（
荒
川
区
）

文
教

大お
お 

松ま
つ 

あ
き
ら

（
北
区
）

経
港

か
ち 

佳か

よ

こ

代
子

（
大
田
区
）

△
経
港
、
議
運

白し
ら
 
い
し石 

た
み
お

（
品
川
区
）

都
市

畔あ
ぜ
 
が
み上 

三み

わ

こ

和
子

（
江
東
区
）

厚
生
、
○
推
進

小こ 

竹た
け 

ひ
ろ
子こ

（
文
京
区
）

公
企

大お
お
 
や
ま山 

と
も
子こ

（
新
宿
区
）

財
政
、
○
議
運

谷た
に
 
む
ら村 

孝た
か
 
ひ
こ彦

（
北
多
摩
第
一
）

都
市

小こ

磯い
そ 

善よ
し
 
ひ
こ彦

（
町
田
市
）

総
務

東ひ
が
し
む
ら村 

邦く
に
 
ひ
ろ浩

（
八
王
子
市
）

○
警
消
、
議
運

上う
え

野の 

和か
ず
 
ひ
こ彦

（
江
戸
川
区
）

△
環
建

河こ
う 

野の 

ゆ
り
え

（
江
戸
川
区
）

△
公
企

和い
ず
み泉 

な
お
み

（
葛
飾
区
）

厚
生

大お
お
 
し
ま島 

よ
し
え

（
足
立
区
）

○
環
建

松ま
つ
 
む
ら村 
友と

も
 
あ
き昭

（
練
馬
区
）

△
財
政

徳と
く
 
と
め留 

道み
ち
 
の
ぶ信

（
板
橋
区
）

△
総
務
、
推
進

曽そ

ね根 

は
じ
め

（
北
区
）

○
都
市

米よ
ね
 
く
ら倉 

春は
る

奈な

（
豊
島
区
）

環
建

吉よ
し

田だ 

信の
ぶ

夫お

（
杉
並
区
）

警
消
、
△
推
進

植う
え 

木き 

こ
う
じ

（
中
野
区
）

◎
文
教

里さ
と
 
よ
し吉 

ゆ
み

（
世
田
谷
区
）

○
文
教

中な
か 

村む
ら 

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

◎
都
市

酒さ
か

井い 
大だ

い

史し

（
立
川
市
）

△
財
政
、
推
進

大お
お 

西に
し 

さ
と
る

（
足
立
区
）

○
公
企

あ
さ
の 

克か
つ 

彦ひ
こ

（
練
馬
区
）

△
経
港

西に
し 

沢ざ
わ 

け
い
た

（
中
野
区
）

厚
生

田た

中な
か　

健け
ん

（
大
田
区
）

環
建

中な
か
や
ま山
ひ
ろ
ゆ
き

（
台
東
区
）

都
市

尾お 

崎ざ
き 

あ
や
子こ

（
北
多
摩
第
一
）

経
港

清し 

水み
ず 

ひ
で
子こ

（
八
王
子
市
）

総
務
、
△
議
運

山や
ま

下し
た 

太た

郎ろ
う

（
北
多
摩
第
四
）

△
警
消

尾お

崎ざ
き 

大だ
い

介す
け

（
北
多
摩
第
三
）

警
消
、
△
議
運

島し
ま

田だ 

幸ゆ
き

成な
り

（
西
多
摩
）

厚
生

石い
し 

毛げ 

し
げ
る

（
西
東
京
市
）

経
港

新あ
ら

井い

と
も
は
る

（
日
野
市
）

○
総
務

斉さ
い 

藤と
う 

あ
つ
し

（
小
平
市
）

文
教
、
議
運

今い
ま

村む
ら 

る
か

（
町
田
市
）

文
教

小こ

山や
ま

く
に
ひ
こ

（
府
中
市
）

総
務
、
議
運
、
推
進

両も
ろ 

角ず
み 

み
の
る

（
八
王
子
市
）

○
厚
生

議
員
団
顧
問

副
幹
事
長

幹
事
長
代
理

幹
事
長

政
策
調
査
副
委
員
長

副
幹
事
長

政
策
調
査
委
員
長

幹
事
長
代
理

政
策
調
査
会
長

政
策
調
査
会
副
会
長

政
策
調
査
会
副
会
長
（
筆
頭
）

政
策
調
査
会
副
会
長

団
長
代
理

副
団
長

政
策
調
査
副
委
員
長

政
策
調
査
副
委
員
長

副
幹
事
長

団
長

副
政
務
調
査
会
長

議
員
団
顧
問

政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
長
代
行

副
幹
事
長

幹
事
長
代
行

幹
事
長

団
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

東
京
都
議
会
議
員
団
17人17人

都
議
会
民
主
党

都
議
会
民
主
党

15人15人

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、議
員
が
、

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
対
し
、

年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状（
答
礼

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除

く
。）を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
お
知
ら
せ

無
所
属

無
所
属

（
東
京
み
ん
な
の
改
革
）

（
東
京
み
ん
な
の
改
革
）
1人1人

無
所
属

無
所
属

（
東
京
維
新
の
会
）

（
東
京
維
新
の
会
）
1人1人

無
所
属

無
所
属

（
深
呼
吸
の
で
き
る
東
京
）

（
深
呼
吸
の
で
き
る
東
京
）
1人1人



　

昨
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
、
我
が
党
は
、
前
回

を
大
幅
に
上
回
る
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
都
民
の
皆
様
の
ご
支
持
・
ご
支
援
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
区
市
町
村

行
政
の
一
層
の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
開
催
ま
で
、
あ
と
５
年
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

五
輪
旗
が
東
京
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、
２
０

１
９
年
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
が

東
京
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
世
界
中
の
注
目
、

関
心
が
一
気
に
東
京
に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
京
に
と
っ
て
、
２
０
２
０
年
大
会
は
ゴ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
６
４
年
大
会
を
機
に
日
本
が

高
度
成
長
期
を
迎
え
た
よ
う
に
、
２
０
２
０
年
大
会

を
契
機
に
世
界
で
一
番
の
都
市
へ
と
押
し
上
げ
る
跳

躍
台
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
の
10
年

後
、
20
年
後
、
将
来
の
東
京
を
夢
と
希
望
の
持
て
る

都
市
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

我
が
党
は
、
知
事
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
共
通
の

目
標
で
あ
る
「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
と
す

る
」
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
11
月
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
市
で
、

一
般
市
民
を
無
差
別
に
襲
っ
た
残
虐
な
テ
ロ
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
テ
ロ
と
い
う
卑
劣
な
行

為
は
、
世
界
に
対
す
る
許
し
が
た
い
暴
挙
で
あ
り
、

い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
断
じ
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
党
は
、
昨
年
末
の
第

４
回
都
議
会
定
例
会
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
市
で

の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
決
議
」
を
提
案
し
、

全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
が
今
準
備
し
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
大
会
と
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
平
和
の
祭
典

で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
総
力

を
挙
げ
、
治
安
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。 　

本
年
も
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
は
、
都
民
の

皆
様
の
負
託
に
し
っ
か
り
と
応
え
、
都
民
本
位
の
政

治
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
日
本
経

済
が
海
外
の
景
気
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
中
、

我
が
国
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
東
京
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
議
会
公
明
党
は
、
開
催
ま
で
５
年
を
切
っ
た
２

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
の
準
備
は
も
と
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
成
熟

都
市
の
実
現
に
向
け
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
、

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
を
始
め
、
子
育

て
や
高
齢
者
支
援
の
取
組
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、

障
害
者
等
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
福
祉
施
策
や
教
育

施
策
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
直
下
地
震
等
へ
の
備
え
や
、
高
度
成

長
期
に
建
設
が
集
中
し
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・

更
新
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
向
け
の
成
長
産
業
等
設
備
投

資
特
別
支
援
助
成
事
業
や
動
産
・
債
権
担
保
融
資
制

度
の
利
用
促
進
な
ど
、
経
営
の
合
理
化
や
経
済
の
活

性
化
策
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
都
議
会
公
明
党
は
、
今
後
も
都
民
生
活
最

優
先
を
党
是
に
、
具
体
的
な
政
策
提
言
を
通
じ
て
、

皆
様
の
豊
か
な
生
活
と
安
全
・
安
心
の
確
保
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
の
廃
止
か
、
そ
れ
と
も
海

外
で
の
戦
争
に
自
衛
隊
が
参
加
す
る
道
を
現
実
に
進

む
の
か
、
今
年
は
昨
年
に
続
い
て
日
本
の
進
路
の
大

き
な
分
か
れ
道
と
な
る
１
年
に
な
り
ま
す
。
日
本
共

産
党
が
提
案
し
た
、
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
廃
止
・

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
国
民
連
合
政
府
を
つ
く
り
、

安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も
う
と
い
う
日
本
共
産

党
の
提
案
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
多
く
の
国
民
・
都
民
の
皆
さ
ん
や
、
野
党

各
党
と
力
を
合
わ
せ
て
、
国
民
連
合
政
府
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

戦
争
法
の
下
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
始
め
、
米

軍
横
田
基
地
を
戦
争
の
出
撃
拠
点
に
す
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
重
大
で
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

撤
回
、
横
田
基
地
を
始
め
都
内
に
５
カ
所
あ
る
米
軍

基
地
の
整
理
・
縮
小
・
撤
去
を
、
都
民
の
力
で
進
め

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を
始
め

福
祉
・
医
療
・
介
護
の
充
実
、
雇
用
、
教
育
、
住
宅
、

中
小
企
業
支
援
な
ど
の
施
策
拡
充
も
急
務
で
す
。
１

ｍ
 １
億
円
も
か
か
る
外
環
道
整
備
な
ど
を
見
直
し
て
、

都
民
施
策
に
思
い
切
っ
て
予
算
を
振
り
向
け
る
よ
う
、

日
本
共
産
党
都
議
団
は
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

東
京
五
輪
開
催
ま
で
、
あ
と
４
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
都
議
会
民
主
党
は
、
東
京
五
輪
成
功
に
向

け
、
開
催
準
備
の
透
明
化
・
情
報
公
開
を
図
る
と
と

も
に
、
費
用
の
縮
減
・
適
正
化
な
ど
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
併
せ
て
、
大
会
を
契
機
に
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
東
京
を
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
再
生
し
、
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
へ
と
転
換
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
、
高
齢
者

が
元
気
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
、
そ
し
て
介
護
が

必
要
に
な
れ
ば
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
東
京
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
て
、

福
祉
に
携
わ
る
人
の
労
働
環
境
改
善
を
進
め
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
で
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
妊
娠
・
出
産
期
の
総
合
的
な
支
援
、
奨
学
金

制
度
の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
抜
本
的
に
拡
充

し
て
い
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
や
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環

境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
会
派

わ
が
会
派

今
年
今
年
のの
抱
負
抱
負
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　「都議会だより」は、目の
不自由な方のために、点字版
（エンボス式）やテープ版・
デイジー版を発行しておりま
す。
　ご希望の方またはお知り合
いで希望する方がいらっしゃ
いましたら、下記へご連絡く
ださい。

〈問い合わせ先〉
都議会 広報課

☎（０３）５３２０－７１２６

 「都議会だより」は年５回発行しており、新聞折り込みで配布するほか、都の施設や区市町
村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内、公共機関窓口などにも置いてあります。また、都議
会ホームページでもご覧になれます。
　このたび、上記方法で入手困難な方のために、平成28年４月から１年間「都議会だより」
を郵送でお届けする定期読者を募集いたします。募集期間や申込方法等は次のとおりです。

【募集期間】
【申込方法】

【郵送予定時期】

１月４日～２月29日
①送り先住所・氏名を記載した返信用封筒（長３：120ミリ×235ミ
リ）を５枚準備し、そのうち４枚に82円切手を、残り１枚に92円切
手を貼ってください。

②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先へ
お送りください。

※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。
４月下旬、７月下旬、11月上旬、平成29年１月上旬、１月下旬
（申込先・問い合わせ先）〒163-8001　新宿区西新宿２－８－１
 都議会 広報課　☎（03）5320－7126　

「都議会だより」配布場所と定期読者募集のお知らせ

テレビ東京（地デジ７ch）

世界へ! 東京のチャレンジ
～東京都議会議長・副議長にきく～

　新年に当たり、議長・副議長が、都政の課題や今
年の抱負などについて、ゲストを交えて語ります。

〈問い合わせ先〉 都議会 広報課（放送係）
☎（03）5320－7124

都議会提供テレビ番組のお知らせ

1月4日（月）  10：00 ～10：25

平成28年第1回定例会の予定
　都議会ホームページやメールマガジン（都議
会e-News）等でお知らせいたします。

持
続
可
能
な
社
会
実
現
に
向
け

都
民
が
安
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で
き
る
指
標
を
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「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とはとは
　委員会は、本会議に先立って議案の審査などを行う議会の内部機関です。
　都の行政は広範多岐にわたり、かつ細分化・専門化しています。このことに対応し、審議の徹底を図り、能率的な議事運営
を期するため、都議会では条例により、次の委員会を設置しています。

特 別 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

　常設されている委員会で、付託された議案
や請願・陳情を審査します。また、所管する
事項について調査を行います。現在は条例に
よって９つの常任委員会が設置されており、
議員はこのうちどれか一つに所属しています。

　必要に応じて、特定の事件を審査するため
本会議の議決により、臨時に設置される委員
会です。予算の審査を目的とする予算特別委
員会や、決算を審査するための各会計及び公
営企業会計の２つの決算特別委員会は、毎年
設置されるのが通例となっています。

　各会派の代表者などで構成されており、議
会の運営方法などについて協議しています。

委員会名 所　　　管　　　局

総 務 政策企画局、青少年・治安対策本部、総務局、人事委員会、
選挙管理委員会、監査委員

財 政 財務局、主税局、会計管理局、収用委員会

都 市 整 備 都市整備局

厚 生 福祉保健局、病院経営本部

経済・港湾 産業労働局、中央卸売市場、港湾局、労働委員会

環境・建設 環境局、建設局

公 営 企 業 交通局、水道局、下水道局

警察・消防 公安委員会（警視庁）、東京消防庁

文 教 生活文化局、オリンピック・パラリンピック準備局、教育委員会

常 任 委 員 会

「都議会だより」点字版・
テープ版・デイジー版のご案内

【都議会ホームページのご案内】　 都議会では、インターネットによる都議会情報の提供を行っています。また、メールマガジンの配信やモバイル版ホームページでの情
報提供もしています。どうぞご活用ください。〈ホームページアドレス〉http://www.gikai.metro.tokyo.jp/

平成28年（2016年）1月1日発行315

会 派 等 構 成 変 わ る

●定数 127 人／現員 124 人（平成 27 年 11月20日現在）

　平成27年11月20日付でやながせ裕文議員が
都議会維新の党を退会し、同日付で無所属（東京
維新の会）を結成しました。
　これにより、会派等構成は次のとおりとなり
ました。

東京都議会自由民主党 56人

都議会公明党 23人

日本共産党東京都議会議員団 17人

都議会民主党 15人

都議会維新の党 4人

かがやけ Tokyo 3 人

都議会生活者ネットワーク 3人

無所属（深呼吸のできる東京） 1人

無所属（東京みんなの改革） 1人

無所属（東京維新の会） 1人
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